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※ 令和 6 年度委員名簿（網掛けは新委員） 

 

役 職 氏 名 所属（G：活動ｸﾞﾙｰﾌﾟ）  

会 長 小林 喜典 

市農業振興委員、市土地改良区理
事、下沖土地改良区長、軽トラ市
場サークル、そば研究会 

副会長 堀畑  雅人 
ちょっとたのむ輪事務局、寺洞里
山保全隊、R３自治会長会会長 

同 福田美津枝  伊深ごはん研究会 

同 早川 克司 
市社会福祉協議会伊深支部長、市
生涯学習審議会 

書記･会計 渡辺 葉子 選任 

広報委員  小田島史佳  選任 

監査委員  河村 一彦 R６自治会長会会長 

同 堀田 浩史 R６自治会長会副会長 

委 員 亀井 健一 R５自治会長会会長 

同 渡辺 彰人 R４自治会長会会長 

同 平田 芳昭 

伊深町視聴覚協議会代表、商工会
議所伊深支部長、交通安全協会伊
深分会会長 

同 藤田 啓二 民生児童委員代表 

同 鈴木   敦 伊深町体育振興会会長 

同 小林 雅典 市消防団第六分団分団長 

同 伊藤 祐子 伊深小学校PTA副会長 

同 中野 貴司 ほくぶ保育園保護者会長 

同 大矢 伸司 里山活動G 

同 大矢 邦子 あじさい会代表 

同 村井 隆夫 伊深小稲作体験支援G 

同 木澤   猛 下町おやじの会代表 

同 福井 直人 子ども育成会会長 

同 井上美恵子  伊深ごはん研究会代表 

同 齊藤 靖憲 いぶカフェ、市猟友会副会長 

同 渡辺 和典 山歩きサークル代表 

同 市川 美幸 ギャラリー伊深代表 

同 
山路今日子  

合同会社 ツバキラボ IBUCAL

担当 

市・ 

関係団体  

小谷久美子  

伊藤 優真 市まちづくり課  

深堀  信 

熱海みゆき 市社会福祉協議会  

 纐纈 隆徳 伊深連絡所長  

※ ペンネーム：めいみ 

 

 

５月２２日に令和６年度伊深まちづくり

協議会総会を開催しました。委員や市関

係者など２０人が参加して、令和５年度の

事業・収支報告、並びに令和６年度事業

計画・収支予算案をそれぞれ承認いた

だきました。 

令和５年度は市からの交付金などを活

用して、８５１，０８０円の事業を実施しまし

た。令和６年度は１，０６９，１４６円の予算

を計上して事業に取り組んでいきます。 

令和６年度の委員は右記の通りです。 

委員の皆さんからは、例年恒例となっ

ている事業も、少しずつ改善や工夫をし

て、より充実した事業になるよう、また、コ

ロナ禍で休止となっていた活動なども復

活させるべく取り組みたいという心強い意

見がありました。 
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 ５月１０日学童の４・５・６年生の希望者が

そばの種まきを体験しました。８０㎡の畑に

１０列、「ゴンベイ」という機械を使って、そ

ばの種をまきました。２人ずつ交替で指導

を受けながら、「ゴンベイ」を操作しました。            

細かい種なの 

で、上手くまけて 

いるか、真剣に土 

をのぞき込む姿が 

見られました。 

 
報告 そばの種まき体験を実施！ 

令和６年度の活動始動！ 

https://ibuka-machizukuri.com/
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●６月に以下の事業を実施する予定で進める（一部協力する）ことにしました。 

 ・６月３日 さつまいもの苗挿し（伊深小・ほくぶ保育園） 

・６月１５日  ホタルコンサート（出演：フォーエヴァーズ） 

     映画「生きる」の上映会が 

開催されます 
 

東日本大震災で津波 

に襲われた宮城県大川 

小学校の裁判を題材と 

した映画が、映画「生き 

る」加茂地区上映委員 

会により、各所で上映さ 

れます。 

伊深交流センターで 

は、７月２１日（日）９時 

３０分から上映されます。 

チケットの取り扱いや、詳 

細については右記の QR コ 

ードまたは、呼びかけ人の 

大矢さん（090-1471-6475） 

までお尋ねください。 

 

 

 

築１００年の櫻井邸が、木工シェア工房兼ギャラリーショップとして生まれ 

かわりました。５月３日、４日には運営する合同会社ツバキラボが IBUCAL 

（イブカル＝旧櫻井邸）のオープンイベントを開催されました。 

和田代表と藤井市長によるトークセッションや木のワークショップ、伊深 

の里山散策ツアーなど盛りだくさんの催しに、県内外から約１５０人の参加 

がありました。当協議会では、軽トラ市で新鮮な野菜や果物の販売をしたり、 

里山散策ツアーの参加者の昼食に酢飯のおにぎりを提供したり、ワークショップの参加者にえん

ねパンをおやつとして提供するなどをしておもてなしの協力をしました。 

IBUCAL の今後の事業展開が楽しみです。 

  

 

 

伊深まちづくり協議会だより   第１２２号 

２０２４．６．１発行 （毎月1回1日発行）                               

発行責任者  伊深まちづくり協議会 会長 小林 喜典 

事務局     美濃加茂市伊深町９２７－１ 

伊深交流センター内 

電話  0574-29-1395  FAX 0574-29-0001 

  ※ ご意見・お問い合わせもこちらまで 

今後の予定 

IBUCALオープンイベントにて、当協議会の軽トラ市同時開催！ 

      

 

 

５月２０日、授業の始めは少し肌寒く感じる中

で、５年生１７人が田植の体験をし、当協議会の

メンバー９人がお手伝いをしました。児童らは、

裸足で田んぼに入ることをためらいながらも、分

けてもらった苗を、真直ぐになるよう指導を受け

て植えていきました。ほとんどの児童が朝食はパ

ン食だという事で、チョッピリ淋しい思いをしたメ

ンバーでしたが、田植えの体験後には「お米を 

作ってくれた人に感謝して食 

べたい」という感想を聞いて、 

胸をなでおろしていました。 

 
予告 

報告 

報告 

↑ 散策ツアー参加

者の昼食（経木にお

にぎりを包み提供） 

今年も、伊深小 5 年生の 

田植え体験授業をお手伝い！ 

←軽トラ市 

新鮮な野菜を提供 

おやつにえんねパン

を提供     → 


